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赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

02 マイナンバー制度が始まります

04 ９月は高齢者保健福祉月間

10 健康ページ

16  第７次行政改革大綱取組結果

17  図書館新刊紹介  　　　　　　　　　　

18 情報コーナー

19  「人口ビジョン・総合戦略」（案）の意見募集

22 義士行列・山車出演者募集

 第27回忠臣蔵サミット10月30日(金)開催

23 くらしのカレンダー

■今月の内容
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社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
は
、
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
人
に
１
人

１
つ
の
番
号
を
付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、

複
数
の
機
関
で
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
活

用
す
る
も
の
で
す
。
番
号
が
漏
え
い
し
、
不
正
に
使
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
変

更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
社
会
保
険
の
手
続
き
や
源
泉
徴
収
票
の
作
成
な

ど
で
、
従
業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■制度導入のメリット

公平・公正な社会の実現
　国や自治体が住民の所得や行
政サービスの受給状況を把握し
やすくなるため、不正受給を防
止することができます。

行政の効率化
　国や自治体などで、情報
の照合や入力などにかかる
時間や労力が減り、手続き
がスムーズになります。

住民の利便性向上
　添付書類の省略など行政
手続きが簡素化され、申請
者の負担が減ります。

■今後のスケジュール

27年10月～

　12 桁の個人番号が

記載された「通知カー

ド」が簡易書留で届

きます。

28 年１月～

　マイナンバーの利用

が開始されます。

　申請者に「個人番号

カード」の交付が開始

されます。

29 年１月～

　国の行政

機関の間で

情報連携が

開始されま

す。

29 年７月～

　地方公共

団体等も含

めた情報連

携が開始さ

れます。

■マイナンバー（個人番号）の利用範囲

社
会
保
障
分
野

年 金 分 野 ・年金の資格取得・確認、給付 など

労 働 分 野
・雇用保険の資格取得・確認、給付

・ハローワーク等の事務 など

福祉・医療・
その他分野

・医療保険の保険料徴収

・福祉分野の給付、生活保護の実施 など

税 分 野
・税務署に提出する確定申告・源泉徴収などの事務

・税務当局の内部事務 など

災害対策分野
・被災者台帳の作成事務

・被災者生活再建支援金の支給事務 など

※  このほか、社会保障・地方税・災害対策分野に関する事務や
これらに類する事務で、自治体が条例で定める事務にマイナ
ンバーを利用することができます。

■  マイナンバー制度をか
たる不審な問い合わせ
にご注意ください

　  　マイナンバーに関し

て公共機関から個人情

報に関する照会をする

ことはありませんの

で、社会保障・税番号

制度（マイナンバー制

度）をかたる不審な問

い合わせにご注意くだ

さい。

10
月
か
ら

　平成27年10月以降、住民票を有する国民一人ひと

りに12桁のマイナンバーが「通知カード」により通知

されます。中長期在留者や特別永住者などの外国人も

対象です。

　住民票の住所あてに簡易書留で郵送されますので、

住民票の住所と異なるところにお住まいの人は、すみ

やかに住所変更の手続きを行ってください。

　また、東日本大震災の被災者やＤＶ・ストーカー等

の被害者で住所地以外の居所にお住まいの人、一人暮

らしで長期間、医療機関や施設に入院・入所されてい

る人で、居所が住所と異なる人は、住民票のある市区

町村で９月25日（金）までに居所情報を登録する手続

きを行ってください。

　

　紙製のカードで、氏名、住所、生年月日、性別とマ

イナンバーは記載されておりますが、顔写真は表示し

ておらず、本人確認や各種サービスの利用はできま 

せん。

　

　申請された人に交付されるＩＣチップのついたプラ

スチック製のカードで、表面に氏名、住所、生年月日、

性別と本人の顔写真が表示され、裏面にマイナンバー

が記載されています。

　個人番号カードは、①本人確認のための身分証明書

として利用でき②カードに搭載されるＩＣチップや電

子証明書を活用することにより、各市町村が行ってい

るサービスにも使用できるほか e-tax をはじめ、各種

電子申請を行うことができます。

　有効期限は、20歳以上の人は10年、20歳未満の人

は容姿の変化を考慮し、5年となっています。

マイナンバーはいつ、どのように通知されますか？

通知カードとはどのようなものですか？

個人番号カードとはどのようなものですか？

　平成27年12月までに発行された住民基本台帳カー

ドについては、有効期限まで使用可能です。

　なお、個人番号カードの交付を受けるときは、住民

基本台帳カードを返納しなければなりません。

　

　個人番号カードは、通知カードとともに送付される

交付申請書に申請日、氏名等を記入の上、縦4.5㎝、

横3.5㎝の写真を貼って返送してください。

　平成28年１月以降、交付通知書が届いた人から、

通知カードと引き換えに、個人番号カードの交付を受

けることができます。

（交付手続きの詳細については、通知カードに同封さ

れる「ご案内」をご覧ください。）

　

　公的個人認証サービスによる電子証明書は、イン

ターネットを通じたオンラインの申請や届出を行う

際、他人による成りすましやデータの改ざんを防ぐた

めに用いる本人確認の手段となります。

　個人番号カードに搭載される電子証明書を用いて、

申請書などの情報に電子署名を付すことにより、確か

に本人が送付した情報であることを示すことができ 

ます。

　現在は、国税電子申告・納税システム（e-tax）など

の手続きで利用されていますが、平成28年１月以降

は総務大臣の認定を受けた民間事業者との手続きにも

利用できることとなっています。

　

　引越などで市役所に転入や転居の届を出すときは、

通知カード又は個人番号カードを同時に提出し、カー

ドの記載内容を変更しなければなりません。

住民基本台帳カードはどうなりますか？

個人番号カードはいつ、どのように交付を受けられますか？

個人番号カードに搭載される公的個人認証

サービスの電子証明書とは何ですか？

通知カードや個人番号カードの記載内容に

変更があったときは、どうすればよいのですか？

●問い合わせ先

・通知カード、個人番号カードについて

 市民課戸籍係　　　☎４３・６８１９

・制度全般について

 行政課情報政策係　☎４３・６８５１

マイナンバーについて詳しく知りたい人へ

国より、マイナンバーに関する最新情報が提供されています。

◆マイナンバー・ポータルサイト（HP）

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

◆マイナンバーコールセンター

外国語（英語）対応 ☎０５７０-２０-０２９１

※問い合わせには通話料がかかります。

☎０５７０-２０-０１７８

午前９時30分～午後５時30分（土日・祝日を除く）

2No.765  2015年9月3 No.765  2015年9月



　

日
本
の
総
人
口
は
平
成
26
年
10

月
１
日
現
在
、
１
億
２
，
７
０
８
万

人
で
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
、
過
去
最
高
の
３
，

３
０
０
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
総

人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）

は
26
・
０
％
で
す
。

　

赤
穂
市
で
も
、
平
成
27
年
６
月

末
時
点
で
、
高
齢
化
率
は
29
・
２
％

ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
高
齢
化
は
進
行
し
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
に
は
、
市
民
の
約
３
人
に
１
人

が
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
む
社

会
の
中
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
支
え
合
い
を
広
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
、
高
齢
者
自
ら
の
生
活
向
上

意
欲
を
促
す
た
め
、
老
人
福
祉
法
で
は
、

９
月
15
日
を
「
老
人
の
日
」
、
９
月
15
日

〜
21
日
ま
で
を
「
老
人
週
間
」
と
定
め
、

各
地
で
長
寿
を
祝
う
行
事
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
に
よ
り
、
平
成
15
年
か
ら
「
敬
老

の
日
」
が
、
９
月
の
第
３
月
曜
日
と
な
り
、

今
年
は
９
月
21
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
９
月
１
日
、
市
長
、
市
議

会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
、

自
治
会
連
合
会
長
が
、
市
内
最
高
齢
者

等
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

○
男
性
最
高
齢
・
加
里
屋

　
　

児
嶋　

教
靜
さ
ん 

（
１
０
３
歳
）

○
女
性
最
高
齢
・
西
有
年

　
　

原
田　

そ
の
さ
ん 

（
１
０
７
歳
）

○
最
高
齢
夫
婦
・
南
野
中

　
　

宮
本　

幸
夫
さ
ん 

（
１
０
２
歳
）

　
　
　
　
　

と
み
ゑ
さ
ん 

（
95
歳
）

【
赤
穂
市
祝
金
】

米
寿
（
88
歳
）　

２
万
円

　

  　

大
正
15
年
９
月
17
日
〜
昭
和
２
年

９
月
16
日
生
ま
れ
の
人

白
寿
（
99
歳
）　

３
万
円

　

  　

大
正
４
年
９
月
17
日
〜
大
正
５
年

９
月
16
日
生
ま
れ
の
人

【
兵
庫
県
祝
品
】

１
０
０
歳
　
知
事
の
祝
状
・
記
念
品

　

  　

大
正
４
年
４
月
１
日
〜
大
正
５
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

　

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
方
々
に
感
謝

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
長
寿
を
祝
う
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
も
敬
老
の
日
前
後
に

敬
老
会
が
ま
ち
づ
く
り
単
位
や
自
治
会

単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
地
域
ご
と
の
特
色
や
趣
向
を

凝
ら
し
た
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
対
象
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
好
評

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
に

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
「
絆
」

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
敬

老
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
「
絆
」

を
強
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

対
象
者
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
来
場

の
上
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
地
域
の
仲
間

と
一
緒
に
、
自
主
的
に
運
動
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
体
力
を
つ
け
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
孤
立
せ
ず
、
楽
し
い
仲
間

づ
く
り
に
役
立
つ
体
操
で
す
。

　

７
月
末
現
在
で
、
４
グ
ル
ー
プ
74
人

が
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
体
操
を
始
め
る
に
は
、
次
の

３
つ
の
条
件
が
必
要
で
す
。

①  

お
お
む
ね
65
歳
以
上
、
４
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
体
操
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

②  

体
操
を
週
に
１
回
以
上
実
施
し
、
３

カ
月
以
上
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

③  

体
操
に
必
要
な
会
場
、
椅
子
、
テ
レ
ビ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
準
備
で
き
る

こ
と
。

※
条
件
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
43
・
９
８
５
５

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会

敬
老
祝
金
等
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

地
域
で
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

地
域
で
育
む
健
康
づ
く
り
の
輪

い
き
い
き
百
歳
体
操

●敬老会対象者数（Ｈ27.7.31現在）

地区名 対象者数 男 女

赤 穂 1,250 480 770 

城 西 816 290 526

塩 屋 1,187 434 753

西 部 496 205 291

尾 崎 1,151 447 704

御 崎 534 217 317

坂 越 743 305 438

高 雄 389 140 249

有 年 647 228 419 

合 計 7,213 2,746 4,467

※  対象者：平成27年９月15日現在で満75歳以上に
なる人（昭和15年９月16日以前に生まれた人）

９月は高齢者保健福祉月間

人 ％

※※

※印は「第６期赤穂市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」より

「すこやかで、いつまでも安心のあるまち  あこう」を目指して

4No.765  2015年9月5 No.765  2015年9月



御崎地区老人クラブ連合会

　御崎地区に老人クラブ光和会があり、60歳

から入会できるということは知っていました

が、正直なところ、自分にはまだまだ遠い話

かなと思っていました。

　町内に偶然老人クラブの会長がおり、地区や学校関係の行事に、い

ろいろな面から協力されているのを見たり聞いたりはしていたのです

が、会員の人たちが楽しそうに行事に参加しているのを見て、老人ク

ラブの活動にも興味があったため、２年前に入会しました。

　入会してみると、自分が思っていた “ 老人クラブ＝老人のクラブ ”

という印象とは全然違い、びっくりしました。様々な人が男女を問わ

ず、自分の経験や知恵を活かして、身軽な動きで活動的に事を進めたり、

物を作り上げていました。

“ 地域の為に出来ることを頑張ろう　ボランティア精神で！ ”

　各地区によっていろいろな老人クラブのカラーがあると思いますが、

ここ御崎地区ではその思いを強く感じています。

　毎年、日帰りバス旅行など、みん

なで楽しめる行事もあり、今年はど

こに行くのかと楽しみにしています。

　会長や役員の人は大変でしょうが、

まだ入会していない方は、ぜひ入会

をお待ちしています。 （岡崎　佳世）

老人クラブ会員に
なって

市老連だより いきいき赤穂 №6

９月は高齢者保健福祉月間
　　

高
齢
者
が
増
加
す
る
と
、
認
知
症
に

か
か
る
人
の
数
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
病
気
で
、
誰
で
も

か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
認
知
症
の
症

状
と
し
て
は
、「
つ
い
さ
っ
き
起
き
た
こ

と
を
忘
れ
る
」
、「
時
間
や
場
所
、
人
物
を

正
し
く
認
識
で
き
な
く
な
る
」
、「
料
理
が

で
き
な
く
な
る
」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

「
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
？
」
と

思
っ
た
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
、

下
記
に
書
か
れ
た
相
談
窓
口
へ
早
め
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
の
人
に
は
、
叱
っ
た
り
怒
っ

た
り
せ
ず
、
な
る
べ
く
笑
顔
で
接
し
ま

し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
人
が
何
か
を
失
敗
し
た
時

に
、
叱
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
す
る
と
、

余
計
に
不
安
に
な
っ
た
り
イ
ラ
イ
ラ
し

て
ま
た
失
敗
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
話
し
か
け
る
時
は
、
ゆ
っ
く

り
近
づ
き
、
相
手
の
視
野
に
入
っ
て
か

ら
相
手
の
目
を
見
て
話
し
か
け
る
よ
う

に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
人
は
、
す
ぐ
に
言
葉
が
出

て
こ
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
話
し
を

ゆ
っ
く
り
待
つ
気
持
ち
で
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

　

反
対
に
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

と
し
て
、「
急
に
後
ろ
か
ら
声
を
か
け

る
」
、「
早
口
で
い
く
つ
も
質
問
を
す
る
」
、

「
一
度
に
た
く
さ
ん
の
事
を
指
示
す
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
人
が
混

乱
し
な
い
よ
う
な
接
し
方
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
自
分
の
居
場
所

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
り
、
事
故
に
あ
っ
た
り

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
穂
市
で
は
、
高
齢
者
の
外
出
時
の

事
故
や
認
知
症
高
齢
者
の
保
護
な
ど
緊

急
時
の
対
応
を
迅
速
に
行
う
た
め
、「
あ

ん
し
ん
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
や
、「
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
」
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
  

あ
ん
し
ん
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
登

録
事
業

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
登
録
番
号

の
書
か
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
等
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
は
、
名
前
や
緊
急
連
絡
先
を

登
録
し
、
外
出
時
で
倒
れ
た
り
、
徘
徊

し
た
り
し
た
場
合
に
、
速
や
か
に
身
元

確
認
が
で
き
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
７
月
末
現
在
で
約
３
３
０

人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
者
の
声
】

　

  　

「
外
出
時
に
何
か
あ
っ
た
ら
困
る
の

で
、
お
守
り
代
わ
り
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
持
っ
て
い
ま
す
。
」 

（
80
代
女
性
）

●
  

対
象
者　

赤
穂
市
に
住
所
を
有
す
る

人
（
施
設
入
所
の
人
は
除
く
）
の
う
ち
、

65
歳
以
上
の
人
又
は
認
知
症
の
症
状

が
あ
る
人
な
ど
。（
無
料
配
布
）

●

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
42
・
１
２
０
１

●
  

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て

い
ま
す

　

赤
穂
市
で
は
、
事
業
活
動
を
通
じ
て

高
齢
者
と
接
す
る
こ
と
の
多
い
民
間
事

業
者
等
と
連
携
し
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
を
見
守
る
た
め
の
「
赤
穂
市
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
」
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
７

月
末
現
在
、
42
事
業
者
と
協
定
書
を
締

結
し
、
高
齢
者
の
異
変
や
何
ら
か
の
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
の
早
期

発
見
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
案
は
、
▽
配
達
物
が

た
ま
っ
て
い
る 

▽
洗
濯
物
が
干
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る 

▽
最
近
体
調
が
悪
そ

う 

▽
買
い
物
の
際
に
勘
定
が
で
き
な

い
、
な
ど
。

　

連
絡
先
・
協
定
締
結
の
ご
相
談
は
、

社
会
福
祉
課 

い
き
が
い
福
祉
係（
☎

43
・
６
８
０
９
）
ま
で
。

認
知
症
を
知
ろ
う
！

早
め
の
受
診
や
相
談
を

認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

認
知
症
の
人
の
見
守
り

●認知症に関する相談窓口

　地域包括支援センター

 ☎４２・１２０１

　社会福祉課いきがい福祉係

 ☎４３・６８０９

　もの忘れコールセンター

 ☎♯７０７０又は♯７２７２

　　※  携帯電話、ＩＰ電話からはつな

がりません。

　　時間：  午前10時～正午、午後１時

～４時（年末年始・土日、祝

日を除く）

　兵庫県民総合相談センター

 ☎０７８・３６０・８４７７

　　時間：  午前10時～正午、午後１時

～４時（火曜日・年末年始・

土日、祝日を除く）

　  兵庫県立リハビリテーション西播磨

病院（認知症疾患医療センター）

　 ☎０７９１・５８・１０９２

地域を支える老人クラブ
に参加しませんか

　現在49の単位老人クラブ（会

員総数2,327人）が、「健康・友愛・

奉仕」の３つの原則を軸に、自

分の生活や地域を豊かにするた

めに活躍しています。

　近年、老人クラブは地域の

「支え手」として注目を集めてい

ます。これは、老人クラブと

いう団体が地域に根差した活動

を主軸としており、豊かな地域

社会づくりに必要不可欠な役割

を担う社会的な存在であるため 

です。

　おおむね60歳以上の人ならど

なたでも入会できます。お互い

に助け合いながら、仲間づくり

や健康づくりをし、豊かな高齢

期を送るために、ぜひ老人クラ

ブに加入しましょう。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
総
合
相
談
窓
口
と
な
る
「
赤
穂
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、

各
中
学
校
区
に
１
ヵ
所
ず
つ
設
置
さ
れ

て
い
る
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
の
社
会
福
祉
課
い
き

が
い
福
祉
係
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
や
支
援
を

総
合
的
に
行
う
機
関
で
す
。

　

保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
な
ど
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

在
宅
介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
相
談
を

受
け
る
ほ
か
、
各
種
保
健
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
提
供
や
連
絡
調
整
等
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
実
態
把
握
や
介
護

予
防
教
室
の
開
催
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●  

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の

　
相
談
窓
口

相談機関名 担当地区 電話番号

赤穂市地域包括支援センター 市内全域 ４２・１２０１

在宅介護支援センターはくほう 赤穂・城西地区 ４５・１１１４

在宅介護支援センターやすらぎ 塩屋・西部地区 ４３・６４２４

在宅介護支援センターしおさい 尾崎・御崎地区 ４２・０５１９

在宅介護支援センターいきしま 坂越・高雄（一部）地区 ４６・８１８２

千種の苑在宅介護支援センター 高雄（一部）・有年地区 ４９・２８８７

日帰りバス旅行の様子
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下
水
道
は
、
皆
さ
ん
が
使
っ
た
生
活

排
水
を
処
理
場
へ
運
ぶ
下
水
道
管
と
、

川
や
海
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
き

れ
い
な
水
質
に
処
理
を
し
て
か
ら
放
流

す
る
処
理
場
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

処
理
場
で
は
、
微
生
物
の
力
で
汚
水

を
き
れ
い
に
分
解
し
ま
す
が
、
何
で
も

処
理
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

油
や
髪
の
毛
は
処
理
し
に
く
い
う
え
、

下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
下
水
道
施
設

を
傷
め
た
り
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
大
切
な
市
民
の
財
産
で

す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
く

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

赤
穂
市
の
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水

を
別
々
に
流
す
「
分
流
式
」
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
は
、
汚
水
管
と

雨
水
管
を
そ
れ
ぞ
れ
敷
設
す
る
た
め
建

設
費
は
か
さ
み
ま
す
が
、
分
離
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
、
雨
水
が

汚
水
管
へ
混
流
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

汚
水
が
道
路
上
に
あ
ふ
れ
た
り
、
河
川

や
海
へ
流
出
し
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぎ

ま
す
。

　

下
水
道
の
供
用
開
始
よ
り
、
３
年
以

内
に
水
洗
化
工
事
を
す
る
こ
と
が
、
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水

道
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
、

水
洗
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
洗
化
の
メ
リ
ッ
ト

　

・
嫌
な
臭
い
が
な
く
な
る

　
・
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
が
減
る

　
・
環
境
衛
生
が
向
上
す
る

　

現
在
、
田
や
畑
等
に
、
下
水
道
の
取

り
付
け
管
を
設
置
し
て
い
る
場
合
で
、

取
り
付
け
管
が
破
損
し
た
り
、
キ
ャ
ッ

プ
が
外
れ
た
り
す
る
と
、
豪
雨
時
等
に

雨
水
が
汚
水
管
に
混
入
し
、
生
活
排
水

が
流
れ
に
く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
の
敷
地
内
に
あ
る
汚

水
ま
す
に
つ
い
て
も
、
自
動
車
の
出
入

り
な
ど
で
破
損
し
て
い
る
と
、
雨
水
が

混
入
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
個
人
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
ら
し
の
中
の
下
水
道

赤
穂
市
の
下
水
道

水
洗
化
に
つ
い
て

雨
天
時
の
浸
入
水
対
策
に
ご
協
力
を

　

「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
審
査
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
作
品
を
左
記
の
日
程
で
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
力
作
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間
と
場
所

　

  

①
9
月
18
日
（
金
）
〜
9
月
28
日
（
月
）

▽
市
役
所
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル　

②
10
月
9
日
（
金
）
〜
10
月
20
日

（
火
） 

▽
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
２
階
通
路

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
映
画
館
横
）

下
水
道
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

●  

下
水
道
使
用
料
・
受
益
者
負
担
金
に

関
す
る
こ
と
等

　

上
下
水
道
部 

総
務
課

 

☎
43
・
６
８
３
２

●  

下
水
道
工
事
・
排
水
設
備
工
事
・
合

併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
・
雨
水
貯
留
タ

ン
ク
設
置
助
成
に
関
す
る
こ
と
等

　

上
下
水
道
部 

下
水
道
課

 

（
赤
穂
下
水
管
理
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
45
・
２
２
６
３

下
水
道
作
品
展
の
ご
案
内

９
月
は
赤
穂
市
水
洗
化
促
進
月
間
で
す

 

「
忘
れ
な
い　

暮
ら
し
の
下
に　

下
水
道
」

９
月
は
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
で
す

　

人
が
働
く「
理
由
」、
そ
れ
は
、
多
種

多
様
で
す
。「
収
入
の
た
め
」「
自
分
の
夢
の

た
め
」、
ま
た
、「
人
の
た
め
」「
社
会
に
役

立
つ
た
め
」。
そ
の「
理
由
」
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
「
働
く
」
こ
と
を
通
じ
て
、
誇

り
を
持
ち
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
の
み
な
ら

ず
、
広
く
国
民
一
般
に
対
し
て
障
が
い

者
雇
用
の
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
職
業
的
自
立

を
支
援
す
る
た
め
に
、「
障
害
者
雇
用
支

援
月
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
は
、
近
年

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
の
動
き

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
赤
穂
市
で
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
各
種
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん
で
い 

ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
適
切
な
職
業
に

就
き
、
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、
雇
用
す
る
企
業
、

そ
し
て
、
地
域
社
会
全
体
の
強
み
と
も

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
が

１
０
０
人
を
超
え
２
０
０
人
以
下
の
中

小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ま
も
納
付
金
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年

4
月
か
ら
、
前
年
度（
平
成
27
年
4
月
〜

平
成
28
年
3
月
ま
で
）
の
雇
用
障
害
者

数
を
も
と
に
、「
障
害
者
雇
用
納
付
金
」

の
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※  

法
定
雇
用
率
（
２
・
０
％
）
を
達
成
し

て
い
る
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

〇  

障
が
い
の
あ
る
人
の
法
定
雇
用
率
を

下
回
る
場
合
は
、
障
害
者
雇
用
納
付

金
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇  

障
が
い
の
あ
る
人
の
法
定
雇
用
率
を

上
回
る
場
合
は
、
調
整
金
の
支
給
申

請
が
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
「
改
正
障
害
者

雇
用
納
付
金
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た

ハローワークにご相談ください

　ハローワークでは、就職を希望す

る障がいのある人の求職登録を行い、

技能、職業適性、知識、希望職種な

どの個々の特性や状況に基づき、ケー

スワーク方式によるきめ細やかな職

業相談、職業紹介を行っています。

　また、障がいのある人を雇用して

いる事業主、雇い入れを考えている

事業主に対しては、雇用管理上の配

慮についての助言を行い、必要に応

じて専門機関の紹介、各種助成金の

案内を行っています。

●カウンセリングコーナーのご案内

　精神障がいのある人を対象に、精

神保健の専門員による「就職に関する

相談」を実施しています。

・相談日　毎月第２・４金曜日

　午後１時30分～４時30分（予約制）

・  内容　 ▽就職に関する相談とカウ

ンセリング ▽支援機関の紹介 ▽

就職後のフォローアップ

●手話協力員のご案内

 　聴覚障がいのある人を対象に、手

話協力員を配置しましたので、相談

時に手話通訳していただけます。

・相談日　毎月第３木曜日

　午前８時30分～正午

●問い合わせ先　

　ハローワークあこう　

 ☎４２・２３７６

◆実施予定日

日　程 担当事業所

10月

7日 ワーキング西播磨作業所
14日 赤穂精華園授産寮
21日 赤穂精華園有年事業所
28日 フロンティア

11月

4日 みのり大地
11日 わかば園
18日 ワーキング西播磨作業所
25日 赤穂精華園有年事業所

12月

2日 赤穂精華園授産寮
9日 フロンティア
16日 みのり大地
23日

【お休み】
30日

◆参加事業所及び取り扱い予定品目

事業所名 取り扱い予定品目＊当日変更となる場合がございます。

１ みのり大地
クッキー各種、ケーキ、かりんとう、
時計修理

２ 赤穂精華園
有年事業所

赤穂塩ラスク、焼ドーナツ、ワッフル、
菓子パン

３ ワーキング
西播磨作業所

さをり織、まゆ製品、その他小物

４ 赤穂精華園
授産寮

花苗、寄せ植え、自家製野菜の漬物、
とうふまるごとやきどーなつ、季節の野菜

５ フロンティア
赤穂手作りラスク Frontier、
備前焼（コップ類、箸置き etc）

６ わかば園 野菜、さきいか、封筒

障
害
者
就
労
施
設

「
ロ
ビ
ー
販
売
」
好
評
実
施
中
！

◆
実
施
日
等

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
11
時
〜
午
後
2
時　

　

赤
穂
市
役
所 

庁
舎
内
１
階 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

キャップが外れた例
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保健センター　☎４３・９８５５健康ページ

●  対象者　有効期間が平成27年12月31日まで有

効の特定医療費（指定難病）受給者証をお持ちの

人で、平成28年１月１日以降も引き続き受給者

証の交付を希望される人

●受付開始予定　10月１日（木）～ 11月30日（月）

　※  12月28日まで更新申請の受付は可能です。た

だし、新しい受給者証の発送は、１月１日以

降となりますので、ご留意ください。

●申請窓口　赤穂健康福祉事務所

●  手続きに必要な書類　更新手続きのご案内は、

９月末までに、各受給者宛に郵送でお送りします。

　※  案内が10月初旬までに届かない場合は、必ず

窓口まで連絡ください。

●申請・問い合わせ先

　赤穂健康福祉事務所 地域保健課 ☎４３・２３２１

●日時　９月27日（日） 午後１時～４時

●  場所　龍野経済交流センター、龍野健康福祉事

務所

●  対象疾病　腎臓病、肝臓病、潰瘍性大腸炎、クロー

ン病、心臓病、網膜色素変性症、パーキンソン病、

神経難病、免疫系難病、後縦靭帯骨化症、小児

疾病、血液疾病

●内容　 ▽医療相談 ▽生活・保健 ▽歯科相談

●問い合わせ先　龍野健康福祉事務所 地域保健課

 ☎０７９１・６３・５６８６

　結核とは結核菌によって主に肺に炎症がおこる病

気です。日本では平成26年中に19,615人（兵庫県で

は1,036人）の結核患者が新たに発生しています。特

に65歳以上の年齢層の結核患者が増加しています。

また全国では2,099人が結核で亡くなっており、結

核は決して過去の病気ではありません。

　結核は、結核菌が咳やくしゃみと一緒に空気中に

飛び散り、それを周りの人が吸い込むことによって

感染がおこります。感染しても必ず発病するわけで

はなく、通常は免疫力によって結核菌の増殖を抑え

込みます。増殖を抑えきれなくなると結核を発病し

ます。結核の主な症状は咳、痰、微熱、時に血痰、

食欲低下、体重減少がみられます。咳などが出現し

２週間以上続く場合は要注意ですので必ず医療機関

を受診しましょう。

　予防のポイントは①予防接種（ＢＣＧ）、②マスク

着用などの咳エチケット、③定期健診、④有症状時

の早期受診です。

　また、結核を発病した場合、一定期間正確に服薬

すれば治ります。健康福祉事務所では結核の治療に

関する支援をしています。

●問い合わせ先　赤穂健康福祉事務所 地域保健課

 ☎４３・２３２１

　ここ数年自殺者数は減少しているものの、若い世
代は従来より高い水準にあります。
　家族や身近な人の「いつもと違う」様子に気づいた

ら、「どうしたの？」と声をかけてみてください。気

持ちに寄り添い、訴えに耳を傾けましょう。

　こころの不調は、からだとこころに現れます。以

下のような状態が２週間以上続く場合は要注意です。

こころのサイン

　   ▽口数が減った ▽気分がひどく沈む ▽意欲がわ

かない ▽集中できない など

からだのサイン

　  ▽食事量が減った ▽普段より疲れた顔をしてい

る ▽眠れない ▽食欲がない ▽疲れやすい など

周囲に気になる人がいれば、早めに専門家に相談

するよう促してあげてください。

●こころの健康相談統一ダイヤル ☎０５７０・０６４・５５６
　・  時間　  月曜日＝ 0：00 ～ 8：30、18：00 ～ 24：

00火～金曜日＝0：00 ～ 8：30、9：30

～ 11：30、13：00 ～ 15：30、18：00 ～

24：00

　　　　　土日・祝日＝24時間対応

●兵庫県いのちと心のサポートダイヤル ☎０７８・３８２・３５６６
　・  時間　毎日＝18：00 ～翌日8：30

　　　　　土日・祝日＝24時間対応

●赤穂市保健センター ☎４３・９８５５
　・時間　平日＝8：30 ～ 17：15

　NPO 法人 J.POSH が子育て、仕事など多忙な女

性のために、年に一度、10月の第３日曜日、全国

どこでもマンモグラフィ検査を受診できる環境づ

くりへの取り組みです。

●実施日時　10月18日（日）午前９時～ 11時30分

●検査内容　視触診＋ MMG（マンモグラフィ）

　　　　　　エコー検査（49歳以下で希望者のみ）

●  検診料金　 ▽2,000円（赤穂市民）　※無料クーポ

ン券がある人は、必ず持参してください。

　 ▽7,287円（赤穂市民以外の人）

　※  49歳以下でエコー検査希望の人は別途3,500

円必要となります。

●受診人数　30名程度

●  その他　診察は乳腺外科末次医師、MMG・エコー

検査は女性技師が行ないます。

※  予約不要です。希望者は、診察券、保険証、無

料クーポン券（該当者）、検査費用を持参の上、

２階中央受付までお越しください。

●問い合わせ先　赤穂市民病院 医療課

 ☎４３・３２２２

　赤穂市民病院では、人工透析療法を受けている

患者さまの送迎にかかる負担軽減を図るため、８

月31日より透析患者送迎サービスを実施してい 

ます。

●対象地域　赤穂市内

●  対象者　赤穂市民病院に通院する人工透析患者

さまであって、次のいずれにも該当する人とし

ます。

　   ▽交通が不便で通院困難な人 ▽家族等による送

迎が困難な人 ▽自力もしくは付添者の介助によ

り車両に乗降可能な人 ▽運行スケジュール（曜

日、時間、送迎ルートなど）は、患者さまの状態

等により病院が調整を行い、サービスの中止又

は急な変更が生じることにご理解いただける人

●  利用料　送迎サービスに係る利用料は徴収しま

せん。

●  申込先　送迎サービスを利用希望される人は赤

穂市民病院透析室へ申し込みください。

●透析患者送迎サービス開始日　８月31日（月）

●問い合わせ先　赤穂市民病院 医療課

 ☎４３・３２２２（平日８：20 ～ 17：05）

　毎日の生活の基本となる食について共に学び、

考えましょう！

●日時　10月19日（月） 午前10時～午後４時

●場所　総合福祉会館

●  内容　

　   【イベントコーナー】（午前10時～午後２時） ▽

食と健康コーナー（食事バランスチェック・骨

密度測定・血管推定年齢測定・手洗いチェック

など） ▽食文化コーナー（試食） ▽地産地消コー

ナー（地場農産物及び加工品の展示・販売） ▽

学校給食コーナー（給食の展示など） ▽朝ごは

んレシピコンテストコーナー（応募作品の展示）

　    【郷土料理教室】（午後２時～４時）赤穂の郷土料

理であるつなし寿司、いとこ煮作り

　   ▽参加料　無料 ▽ 申込方法　保健センターまで

お電話ください。先着15名程度。 ▽申込締切　

10月７日（水）

●問い合わせ先　保健センター ☎４３・９８５５

特定医療費（指定難病）
受給者証更新申請手続きのお知らせ

乳がん検診を休日に実施します
10月第３日曜日はマンモグラフィ検査が受けられる日曜日

赤穂市民病院透析患者送迎サービス
を実施しています

あこう食育フェア2015を
開催します

第73回難病「医療・生活」
相談会を開催します

結核は正しい知識をもって予防しましょう ストレスをためないコツを身につけましょう

９月24日～ 30日は結核予防週間です ９月10日～ 16日は自殺予防週間です

赤穂市いずみ会
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34

赤穂の夏の風物詩「市民の夕べ」。夏の夜空を彩る2500発の花火をはじめ多彩な催
しが行われ、約５万人の方々が夏のひと時を楽しみました。  1 水面に映る大輪の
花火　2 約２万人分の手形を集めた巨大パネルアート　3 元気よく太鼓演奏を
する塩屋保育所園児　4 五感で感じる光の不思議回廊（８/１ 赤穂海浜公園）

全国中学校体育大会に出場する４人の生徒が大会前に明石市長を表敬訪問
し、全国大会への抱負を述べました。

赤穂東中３年の鈴木寿基君は陸上男子共通400ｍ、赤穂西中２年の小林朝さ
んは陸上女子共通800m・1500mに出場（８/19 ～ 21 北海道札幌市）。

赤穂東中３年の塚本康介君は水泳男子100mバタフライに出場（８/19 秋田県
秋田市）。赤穂中３年の竹内龍生君は柔道男子60kg級に出場（８/17 ～ 20 北
海道函館市）し、第３位の輝かしい成績を収めました。

（写真左から鈴木君、塚本君、明石市長、小林さん、竹内君）

市長表敬訪問市長表敬訪問全国中学校体育大会出場！

関東地域で活躍されている赤穂市ゆかりの皆さんと交流
する「第２回東京あこうのつどい」が東京都内で開催さ
れ、101人が参加しました。市政紹介や情報交換などを行
い、交流を深めました。

（８/７ 東京・ホテルニューオータニ）

第2回東京あこうのつどい第2回東京あこうのつどい赤穂市ゆかりの皆さんと交流

第45回市民の夕べ（播州赤穂花火大会）第45回市民の夕べ（播州赤穂花火大会）夏の夜空に彩る2500発の花火

「ゆらのすけ」バス停にベンチを寄贈「ゆらのすけ」バス停にベンチを寄贈

第９回赤穂義士杯青少年柔道大会に県
内外から68チームが参加し、白熱した試
合を繰り広げました。

（８/23 市民総合体育館）

第９回赤穂義士杯青少年柔道大会第９回赤穂義士杯青少年柔道大会

ごみの分別・減量・資源化の大切さ
を学ぶ「楽しいリサイクル教室」を開
催。子どもたちは正しいごみの分け
方や小物作りなど真剣に取り組んで
いました。

（８/10 美化センターリサイクル施設）

楽しいリサイクル教室　　　　　　楽しいリサイクル教室　　　　　　

赤穂市では３年ぶりとなる防犯合同会
議が坂越・高雄地区で開催。６つの分
散会では、子どものスマホ問題などにつ
いて話し合われました。

（８/１ 坂越中学校）

坂越・高雄地区防犯合同会議坂越・高雄地区防犯合同会議社会を明るくする運動

第３回赤穂市「いじめ・暴力追放」市民大会が開催され、小中学生における携帯・
スマホ問題の研修会とシンポジウムを行いました。シンポジウムでは、いじめアンケ
ートの結果報告や、「いじめのない学校づくり」をテーマに中学生の視点で考えが述べ
られました。大会最後には、大会宣言を提案し満場一致で可決されました。

（８/９ 文化会館）

第３回赤穂市「いじめ・暴力追放」市民大会第３回赤穂市「いじめ・暴力追放」市民大会いじめは許されない暴力である

関西福祉大学は、子どもから高齢者までが気軽
に集まり、共に過ごせるユニバーサル社会づく
りへの取り組みとして、「近所の居場所づくり体
験会」を開催。竹とんぼ作りやゲームなどをして
楽しみました。（８/８ 加里屋まちづくり会館）

近所の居場所づくり体験会近所の居場所づくり体験会だれもが楽しく過ごせる空間づくり
女子サッカー「なでしこリーグ」の強化練習試合が
２日間の日程で行われ、岡山湯郷BelleやASハリ
マアルビオンなど５チームが参加。開会セレモニ
ーで明石市長は、歓迎と激励のあいさつを述べま
した。（８/22・23 赤穂海浜スポーツセンター）

なでしこリーグプレシーズンマッチなでしこリーグプレシーズンマッチなでしこジャパンの宮間選手らが来穂

赤穂新規定住者の会「穂愛留」の皆さんが、
市内循環バス「ゆらのすけ」の市民会館停留
所に白い木製のベンチを寄贈してくださいま
した。ありがとうございました。

ほ め ー る

フォトニュース
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国保医療だより

交通事故などにあったときの届出は

　交通事故や傷害事件など、第三者（加害者）の行為

によってケガをしたときの治療費は、本来、加害者

が負担すべきものですが、届出することにより国民

健康保険（国保）を使って治療を受けることもでき 

ます。

　ただし、これはあくまでも、国保が一時的に立替

えをするものであり、後日、国保から加害者に費用

を請求することになります。

　交通事故に遭い、治療が必要となる場合には、す

ぐに警察に届出をして、「交通事故証明書」を発行し

てもらうと同時に、医療介護課まで届出をしてくだ

さい。

　なお、届出前に加害者から治療費を受け取ったり、

示談を済ませたりすると、国保が使えなくなる場合

がありますのでご注意ください。

　また、自損事故の場合は、一般的には国保の給付

対象になりますが、酒酔い運転や無免許運転などの

悪質な法令違反の場合は、給付対象にはなりません。

■届出に必要なもの

　保険証、印鑑、交通事故証明書（後日でも可）

柔道整復師への正しいかかり方

　近年、柔道整復師（整骨院・接骨院）は、皆さまの

生活に身近なものとなってきています。しかし、柔

道整復師の施術を受ける場合、健康保険証が使える

場合と使えない場合がありますのでご注意ください。

■健康保険が使える場合

　急性などの外傷性の骨折、脱臼・打撲及び捻挫

■健康保険が使えない場合

・日常生活からくる疲労・肩こり・体調不良

・慰安目的のあん摩・マッサージ代わりの利用

・スポーツなどによる筋肉疲労・筋肉痛

・医師の同意のない骨折や脱臼の治療

・  仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの

給付になります）

　かかった後で、保険適用が認められない場合は、

全額自己負担になります。施術を受ける際には、負

傷原因を正確に伝え、柔道整復師へのかかり方を正

しくご理解いただいたうえで、適切な受診にご協力

をお願いします。

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

国民年金掲示板

国民年金保険料についてご存知ですか？

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

■保険料は「追納」することができます！

　保険料の全額免除や一部免除等の承認を受けた期

間があると、保険料を全額納付したときに比べ、将

来受け取る年金額が少なくなります。

　

　これらの期間は、10年以内であれば、あとから保

険料を納付すること（追納）ができます。

　ただし、保険料免除等の承認を受けた期間の翌年

度から起算して3年度目以降に保険料を追納する場

合は、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が

上乗せされます。

■「10年の後納制度」は９月30日まで！

　過去10年間に納め忘れた保険料を納付すること

で将来の年金額を増やすことができる「10年の後納

制度」は、平成27年９月30日をもって終了します。

　終了後、平成27年10月１日から３年間に限り、

過去５年間に納め忘れた保険料を納付することがで

きる「５年の後納制度」が始まります。

　後納制度を利用するには、申し込みが必要です。

●問い合わせ先

・専用ダイヤル　　☎０５７０・０１１・０５０

・姫路年金事務所　☎０７９・２２４・６３８２

■  保険料をまとめて前納（前払い）すると、保険料が

割引となり大変お得です！

　下期（10 ～ 3月分）に半年前納すると760円の割引

となります。

　納付書の領収日付欄に「下期」と表示のある納付書

を使って納付してください。下期（半年前納）の納付

期限は平成27年11月２日です。

例）  ２年間の学生納付特例制度の承認を受け、

その期間を追納しなかった場合、約４万

円の年金額が減額されます

　介護保険の要介護又は要支援の認定を受けた人

が、日常生活の自立を助けるために必要と認められ

る特定の福祉用具を購入された場合に、購入費用の

一部が保険から支給されます。

　また、支給方法は、いったん費用の全額を支払い、

福祉用具を購入された被保険者の負担割合に応じた

割合で、後日、市から払い戻しを受ける「償還払い」

か、費用の負担割合分だけを福祉用具販売事業者に

支払い、残りの費用を市から販売事業者に支払う「受

領委任払い」があります。

　ただし、県に福祉用具販売事業者として登録され

た事業者で購入された場合に限り支給しますので、

購入前に必ず登録の有無を確認してください。

●支給の対象となる特定福祉用具

　①腰掛便座

　　  　和式から洋式に変換するもの、ポータブル便

器等

　②自動排泄処理装置の交換可能部品

　　  　自動排泄処理装置の交換可能部品のうち尿や

便の経路となるものであって、居宅要介護者等

又はその介護を行う者が容易に交換できるもの

　③入浴補助用具

　　  　入浴用いす・浴槽用手すり・浴槽内いす・入

浴台・浴室内すのこ・浴槽内すのこ・入浴用介

助ベルト

　④簡易浴槽

　　  　空気式・折りたたみ式等で容易に移動できる

ものであり、取水・排水のための工事を伴わな

いもの

　⑤移動用リフトのつり具部分

　　  　身体に適合するもので、移動用リフトに連結

可能なもの

●支給申請時期

　  　福祉用具を購入し、その代金を支払ってから領

収書等を添えて申請します。

●支給限度額があります

　  　利用できる上限額は、要介護度にかかわらず、

同年度（４月１日～翌年３月31日）で10万円を上

限に費用の９割（一定以上所得者は８割）が支給さ

れます。

●申請に必要な書類

□福祉用具購入費支給申請書

□用具購入に要した費用にかかる領収書

□用具の種類・機能等がわかるパンフレットの写し

介護保険相談室

福祉用具購入費の支給について
高齢者を見守る支えるネットワーク

医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947

国勢調査がスタートしています！
　国勢調査は、平成27年10月１日現在、国内に住むすべての人と世帯を対象とする、国の

最も重要な統計調査です。国勢調査の結果は、福祉施策や生活環境の整備、災害対策な

ど、日本の未来をつくるために欠かせない様々な施策等に利用されます。調査の意義・重

要性をご理解いただき、ご回答をお願いします。

インターネット回答を先行実施しています

●今回の調査では、調査票の配布に先行してインターネットでの回答を実施します。

９月10日から調査員がIDとパスワードを配布するために各世帯を訪問しています。

インターネット回答は９月20日までにお願いします。

●インターネット回答のなかった世帯には、後日調査員が訪問し、紙の調査票を配布

しますので、調査員へ提出するか郵送にてご回答ください。

●訪問するのは、総務大臣が任命し、守秘義務が課せられた国勢調査員です。

〈国勢調査コールセンター〉

0570-07-2015
※IP電話の場合　03-4330-2015

■設置期間／８月24日～10月31日

■受付時間／午前８時～午後９時（土日・祝日にもご利用になれます）
※おかけ間違いのないようにご注意ください。※ナビダイヤルの通話料金は，一般の固定電話の

場合，全国一律で市内通話料金でご利用いただけます。携帯電話・PHSの場合は，それぞれ所定の

通話料金となります。※IP電話用電話番号の通話料金は，所定の通話料金となります。

総務省・兵庫県・赤穂市行政課（☎４３・６８５０）

かたり調査に
ご注意ください！
国勢調査員は、顔写真入りの

「国勢調査員証」を身につけて

います。

不審に思われた場合には、赤穂

市行政課までお問い合わせくだ

さい。
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http://www.ako-city-lib.com
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イ ベ ン ト の紹介
■第１回図書館朗読発表会～発表者募集中～

日時：10月24日（土） 午前10時～

応募締切：９月30日（水）

応募資格：朗読講座入門編・中級編受講者

　  朗読を発表したい人、市内外問わず、中学

生以上

詳しくは、図書館まで問い合わせください。

■チャレンジ読書（9月12日～ 12月13日）

読書通帳をカウンターにて配布中

（配布11月29日まで）

20冊と40冊でささやかなプレゼント！

■「私の読書ノート」の配布をしています！

希望される人は、窓口でお尋ねください。

●申込・問い合わせ先：図書館 ☎４３・０２７５
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問環境課　☎４３・６８２１

～産業廃棄物処理施設～

　第３回目は産業廃棄物処理施設をご紹介します。

　産業廃棄物処理施設とは、産業廃棄物の分別・保管、中間処理、最終処分を行う施設です。例えば、

廃プラスチック類の破砕や焼却を行う施設、廃酸・廃アルカリの中和施設、埋立処分を行う最終処分

場があります。その中でも廃棄物処理法で定められた規模以上の施設を設置しようとする場合は、あ

らかじめ地域の生活環境影響調査を実施し、都道府県知事の許可を受けなければなりません。また、

処理施設には、構造基準や維持管理基準が定められており、施設の設置者には基準の遵守が求められ

ます。

（出典：環境関連法及び環境の保全と創造に関する条例に基づく許可申請及び届出の手引）

VOL.3

第７次行政改革大綱平成26年度取組結果

文化のふれあい　第54回赤穂市民文化祭

　平成25年度から平成29年度までの５ヵ年を計画期

間として策定しました第７次行政改革大綱における平

成26年度の主な取組状況は次のとおりですが、本市の

財政環境は、大型事業の実施に伴う投資的経費や施設

の老朽化に伴う修繕費などが増加する傾向にある中、

市税収入の大きな伸びが見込めない状況であることか

ら、今後も第７次行政改革大綱に基づき徹底した行財

政改革を推進していくことが必要でありますので、ご

協力をお願いします。 

　文化芸術の秋を満喫してみませんか？

　平成27年度第54回赤穂市民文化祭の日程が下記の

とおり決まりました。日ごろ練習した成果を市民の皆

さまの前で発表します。入場は無料ですので、どうぞ

お気軽にお越しください。 

問行政課 ☎４３・６８５０

問中央公民館 ☎４３・７４５０

●平成26年度の主な取組状況

取　組　計　画 取　　組　　状　　況

空 き 家 対 策 の 推 進
　赤穂市空き家等の適正管理に関する条例及び赤穂市危険空き家除去費補助金交付要綱
を制定しました。（平成27年１月１日施行）

遊 休 市 有 地 の 売 却
　遊休市有地の売却処分を次のとおり行いました。
・一般競争入札による公募処分　1,218㎡、73,472千円
・随意契約による残地処分　3,168㎡、18,566千円

効率的な収納体制の検討
　市県民税（普通徴収）、固定資産税、国民健康保険税のコンビニ収納を導入しました。（軽
自動車税及び水道料金・下水道使用料等のコンビニ収納は平成25年度から継続実施して
います。）

給 与 の 適 正 化

・平成26年の人事院勧告に基づき、次のとおり職員の給与改定を実施しました。
　 ①４月から給料月額を平均で約0.3％引き上げ　②勤勉手当を年間0.15月引き上げ　③
４月から通勤手当を区分に応じ100円から7,100円までの幅で引き上げ　④平成27年１
月１日の昇給幅を１号給抑制

・退職手当の支給水準を４月から92/100に引き下げました。

特 別 職 の 給 料、 報
酬 等 の 見 直 し

　昨年度に行われた特別職報酬等審議会の答申を受け、平成26年度から市長、副市長、
教育長の給料の減額及び退職手当支給割合の引き下げを行いました。
・給料月額　市長894,000円、副市長742,000円、教育長644,000円
・退職手当支給割合　在職期間１月につき市長41/100、副市長25/100、教育長18.5/100

浄水場の管理運営の検討
　管理運営を直営で行うか一部委託かの検討を行った結果、一部委託とし、夜間と休日
の管理運営を委託することに決定しました。

電 子 入 札 の 導 入 　平成26年９月９日公告分から電子入札システム条件付き一般競争入札を実施しました。

窓口業務開設時間の検討

・ ４月５日及び平成27年３月28日の土曜日に、市民課、医療介護課、子育て健康課にお
いて、８時30分～ 17時15分まで窓口業務を実施し、市民サービスの向上を図りました。

・ 平成27年３月２日から、住民票等の交付申請を自動で受け付けることのできる窓口専
用端末機を設置しました。

開　　催　　日 行　　事　　名 会　　　　場
10／  3（土）・4（日） 秋のさつき作風展 市民会館　第４会議室
10／  7（水） 市民俳句会 市民会館　第４会議室
10／10（土） 市民短歌会 市民会館　第４会議室
10／10（土）・11（日） 生花展 市民会館　大会議
10／12（月・祝） 舞踊の会 文化会館　小ホール
10／15（木） 市民音楽祭（小中学校の部） 文化会館　大ホール
10／31（土）～11／4（水） 手づくり和凧展 市民会館　１階ロビー
10／31（土）～11／5（木） 学童美術展（絵画・書道） 市民会館　大会議室・第４会議室
11／  1（日） 歌謡の祭典 文化会館　小ホール
11／  3（火・祝） 市民音楽祭（一般の部） 文化会館　大ホール
11／  3（火・祝） 第54回赤穂市民文化祭表彰式 文化会館　学習室
11／  8（日） 詩吟・詩舞発表会 文化会館　小ホール
11／14（土）・15（日） きめこみ人形展 市民会館　第４会議室
11／15（日） 尺八と琴の会 文化会館　小ホール
11／29（日） 民謡発表会 文化会館　小ホール
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別

途
検
定
受
験
料
等
必
要
）

問  

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

 

☎
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７

※  

Ｈ
Ｐ
は「
県
立
も
の
づ
く
り

大
学
校
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

●

日
時　

９
月
25
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
  

場
所　

市
役
所
２
０
４
会
議

室

●
  

内
容　

▽
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
に
つ

い
て 

▽
男
女
共
同
参
画
関

連
事
業
の
提
案
等
に
つ
い

て 

▽
そ
の
他

●

傍
聴
申
込
　
10
名（
受
付
順
）

※  

当
日
の
会
議
開
催
予
定
時
刻

の
15
分
前
ま
で
に
、
傍
聴
申

込
票
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
。

傍
聴
す
る
人
は
、
会
場
内
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問  

市
民
対
話
課 

人
権
・
男
女

共
同
参
画
係

 

☎
43
・
６
８
１
８

　

市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

か
ら
応
募
の
あ
っ
た「
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
全
作

品
を
展
示
し
た
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

●
  

期
日　

①
９
月
18
日（
金
）

〜
21
日（
月
） 

②
９
月
25
日

（
金
）〜
10
月
５
日（
月
）

●
  

場
所　

①
図
書
館
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー 

②
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
43
・
６
８
４
６

　

市
教
育
委
員
会
が
昨
年
度

に
行
っ
た
発
掘
調
査
成
果
や
出

土
遺
物
を
展
示
し
、
整
理
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

赤
穂
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し 

ま
す
。

●
  

期
間　

９
月
９
日（
水
）
〜
11

月
15
日（
日
）

※  

休
館
日
火
曜
日
。
た
だ
し
火

曜
日
が
祝
日
・
休
日
と
重
な

る
場
合
は
次
の
平
日
。

●

場
所　

有
年
考
古
館

●

入
館
料
及
び
観
覧
料　

無
料

問
有
年
考
古
館

 

☎
49
・
３
４
８
８

審議会

赤
穂
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会

催し

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

催し

有
年
考
古
館 

企
画
展

「
新
発
見
速
報
展
２
０
１
５
」

●
市
営
住
宅

・
募
集
戸
数

①  

坂
越
高
谷
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
６
戸

②
千
鳥
団
地
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
１
戸

③
千
鳥
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
９
戸

④
塩
屋
西
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸

⑤  

塩
屋
団
地（
１
階
）２
Ｄ
Ｋ
＝

２
戸

⑥
塩
屋
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
６
戸

⑦
塩
屋
団
地
４
Ｄ
Ｋ
＝
３
戸

※  

塩
屋
団
地（
１
階
）に
申
し
込

み
で
き
る
人
は
、
次
の
条
件

に
該
当
す
る
人
の
み
で
す
。

ア  

１
階
に
居
住
す
る
必
要
が
あ

る
障
が
い
の
あ
る
人
及
び
障

が
い
の
あ
る
人
の
い
る
世
帯

イ
60
歳
以
上
の
単
身
者

ウ
60
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

（
民
法
上
の
扶
養
関
係
に
あ

る
こ
と
）

エ
60
歳
以
上
の
人
と
配
偶
者
の

み
の
世
帯

オ
60
歳
以
上
の
人
と
18
歳
未

満
の
児
童
の
み
の
世
帯（
民

法
上
の
扶
養
関
係
に
あ
る 

こ
と
）

●

県
営
住
宅

・
募
集
戸
数

①  

赤
穂
尾
崎
鉄
筋
３
Ｄ
Ｋ
２
人

以
上
世
帯
用
＝
３
戸

②  

赤
穂
中
広
鉄
筋
３
Ｄ
Ｋ
〜
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
３
人
以
上
世
帯
用
＝

５
戸（
注
１
）

③  

赤
穂
千
鳥
高
層
２
Ｄ
Ｋ
単
身

可（
一
般
）＝
１
戸（
注
３
）

④  

赤
穂
千
鳥
高
層
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２

人
以
上
世
帯
用
＝
７
戸

⑤  

赤
穂
千
鳥
高
層
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３

人
以
上
世
帯
用
＝
７
戸（
注

１
）

⑥  

赤
穂
千
鳥
高
層
２
Ｄ
Ｋ
単
身

可（
高
齢
）＝
１
戸（
注
２
）

⑦  
赤
穂
湯
の
内
鉄
筋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
人
以
上
世
帯
用
＝
１
戸

（
注
１
）夫
婦
又
は
婚
約
者
と
の

２
人
世
帯
で
、
合
計
年
齢
が

80
歳
未
満
の
場
合
は
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

（
注
２
）高
齢
者
世
帯
向
け
特
定

目
的
住
宅
の
た
め
、
申
し
込

み
に
は
別
途
要
件
が
あ
り 

ま
す
。

（
注
３
）
単
身（
一
般
）
で
申
し

込
み
の
人
は
条
件
が
あ
り 

ま
す
。

●

入
居
時
期（
予
定
）

　

市
営
住
宅
＝
11
月
１
日

　

県
営
住
宅
＝
11
月
中
旬

●
  

募
集
期
間　

９
月
16
日（
水
）

〜
25
日（
金
） 

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

●
  

抽
選
日　

９
月
30
日（
水
）

●
  

申
込
方
法　

市
役
所
１
階

市
民
課
住
宅
係
に
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
入
居
予
定
者
全

員
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書

類
を
添
付（
市
営
住
宅
の
み
。

所
得
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票

等
）し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
収
入
基
準
等
の
申
込
資

格
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

●
  

受
付
場
所　

市
民
課 

住
宅

係 

☎
43
・
７
０
６
６

●
  

入
園
資
格　

▽
学
齢
前
１
年

児（
年
長
児
）（
平
成
22
年
4

月
2
日
〜
平
成
23
年
4
月
1

日
生
ま
れ
） 

▽
学
齢
前
２
年

児（
年
少
児
）（
平
成
23
年
4

月
2
日
〜
平
成
24
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）

●
  

就
園
区
域　

小
学
校
区
に
準

じ
ま
す
。

※  

入
園
願
書
等
の
配
布
及
び
受

付
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

10
月
広
報
に
掲
載
予
定
で
す
。

問  

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
育
成

課 

☎
43
・
７
０
６
５

　

西
播
磨
・
中
播
磨
の
児
童
養

護
施
設
が
、
正
月
短
期
里
子
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
施
設
の
子

ど
も
た
ち
が
、
一
人
で
も
多
く

温
か
い
家
庭
で
正
月
の
雰
囲
気

を
体
験
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
里
親
を
募
集
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
里
親
研
修
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
  

里
親
期
間　

12
月
28
日（
月
）

〜
平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）

●

申
込
締
切　

10
月
15
日（
木
）

●

研
修
日
時　

12
月
12
日（
土
）

●
  

研
修
場
所　

兵
庫
県
龍
野
庁

舎

●
  

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
課

 

☎
43
・
６
８
０
８

●
  

募
集
コ
ー
ス　

▽
住
宅
系
住

宅
設
備
コ
ー
ス
＝
15
名
、
木

造
建
築
コ
ー
ス
＝
15
名 

▽

機
械
系
機
械
加
工
コ
ー
ス
＝

15
名
、
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー

ス
＝
10
名（
お
お
む
ね
40
歳

未
満
の
求
職
者
） 

▽
金
属
系

溶
接
コ
ー
ス
＝
15
名
、
金
属

塗
装
コ
ー
ス
＝
15
名
、
も
の

づ
く
り
複
合
コ
ー
ス
＝
10
名

（
15
歳
以
上
の
求
職
者
）

●
  

対
象
者　

高
等
学
校
等
新

規
学
卒
者
、
18
歳
以
上
の
求 

募集

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

入
居
者

募集

平
成
28
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

募集

正
月
短
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
28
年
度
入
校
生

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

〒678-0202 

赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6873

　市では、人口減少に歯止めをかけるとともに、将来にわたって

活力あるまちを維持するため、「人口ビジョン」並びに「総合戦略」

の策定に取り組んでいます。

　策定にあたって皆さまのご意見を反映させるため、意見募集（パ

ブリックコメント）を行います。

●「人口ビジョン（案）」「総合戦略（案）」の公表

　  

△

市のホームページに掲載 

△

市役所市長公室総合戦略担当で

閲覧 

△

市内各公民館（９ヵ所）で閲覧

※・  市役所と各公民館（中央公民館を除く）での閲覧は、土日・祝

日を除く、午前８時30分～午後５時15分まで。

　・  中央公民館での閲覧は、月曜日を除く、午前８時30分～午後

５時15分まで。

●募集期間　９月17日（木）～10月13日（火）

●  提出方法　各案に対するご意見に、住所、氏名、電話番号を記

入の上、市長公室総合戦略担当まで持参（開庁日の午前８時30

分～午後５時15分）、郵送、FAX、メールのいずれかの方法で

提出してください。（書式自由、10月13日（火）必着）

●  提出できる人　

△

市内に在住、在勤、在学の人 

△

市内に事務

所や事業所等がある法人、団体等

●  結果の公表　提出いただいたご意見の概要と検討結果について

は、市のホームページ等で公表します。

※  ご意見をいただいた方の住所、氏名、電話番号の公表はいたし

ません。また、ご意見に対する個別の回答はいたしません。内

容が類似するご意見は、取りまとめて公表することがあります。

●提出・問い合わせ先

　〒678-0292 赤穂市加里屋81番地　市長公室総合戦略担当

 ☎４３・６８９６　FAX４３・６８２２

 Ｅメール　senryaku@city.ako.lg.jp

パブリックコメントを募集します

弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から
10年で取替が必要です

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から
10年で取替が必要です

悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!

不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000
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装
仕
事 

▽
家
事
の
お
手
伝

い 

▽
不
用
品
の
処
分 

▽
人

材
派
遣
等　

そ
の
他
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
  

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
で
、

仕
事
を
通
し
て「
生
き
が
い

を
充
実
さ
せ
た
い
」「
地
域
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
と

な
っ
て
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
。
特
に
剪
定
・
草
刈
・
草

抜
作
業
な
ど
屋
外
作
業
で
き

る
人
大
募
集
で
す
。
意
欲
の

あ
る
人
は
入
会
説
明
会
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ト
ッ
プ
の
右
下
に
最
新
の

就
業
募
集
状
況
を
載
せ
て

い
る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ 

さ
い
。

●

10
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時　

10
月
13
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問  

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー 

☎
43
・
７
２
０
０

 
h
ttp
://w
w
w
.ako
-sjc.jp

　

下
記
の
都
市
計
画
決
定（
変

更
）
が
、
平
成
27
年
８
月
４
日

に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

●

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

西
播
都
市
計
画
公
園
の
変
更

　

２
・
２
・
２
０
１ 

総
門
町
公
園

　

  

２
・
２
・
２
０
５ 

駅
前
町
第
二

公
園

　

こ
の
決
定（
変
更
）に
関
す
る

都
市
計
画
の
図
書
は
、
都
市
整

備
課
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問  

都
市
整
備
課

 

☎
43
・
６
８
２
８

●
  

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
〜
ゆ
っ
く
り
・
の
び
の
び
西
播
磨
〜

　

ゆ
と
り
を
持
っ
た
や
さ
し
い

運
転
は
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
つ
く
り
ま
す
。

・  

期
間　

９
月
21
日（
月
）〜
30

日（
水
）

問  「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
」

県
民
運
動
西
播
磨
推
進
協
議

会（
西
播
磨
県
民
局
） 

 

☎
58
・
２
３
４
１

●

西
播
磨
就
職
フ
ェ
ア

・  

日
時　

10
月
３
日（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時
30
分

・  

場
所　

た
つ
の
市
青
少
年
館

ホ
ー
ル

・  

内
容　

▽
就
活
セ
ミ
ナ
ー
＝

午
前
11
時
〜 

▽
企
業
説
明

会
＝
午
後
１
時
〜

・
参
加
費　

無
料（
予
約
不
要
）

・  

対
象　

①
平
成
28
年
３
月
に

学
校
等
を
卒
業
見
込
み
の
人

②
３
年
以
内
に
学
校
等
を
卒

業
し
た
人

・
参
加
企
業
数
＝
約
20
社

問  

西
播
磨
県
民
局 

地
域
づ
く

り
課 

☎
58
・
２
１
４
１

お知らせ

都
市
計
画
決
定（
変
更
）

の
お
知
ら
せ

お知らせ

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

　

山
鹿
素
行
の
没
後
３
３
０
年

を
記
念
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
  

演
題　

「
山
鹿
素
行
と
赤
穂

－

素
行
が
残
し
た
も
の

－

」

●
  

講
師　

赤
穂
山
鹿
素
行
研
究

会
会
長　

佐
方
直
陽
氏

●

日
時　

９
月
27
日（
日
）

　

午
後
１
時
40
分
〜

●

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

●

参
加
料　

無
料 

※
申
込
不
要

問  

赤
穂
義
士
会（
教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
）　

 

☎
43
・
６
８
４
８

●

日
時　

10
月
15
日（
木
）

　

午
後
7
時
〜

●
  

場
所　

赤
穂
市
民
病
院 

　

３
階
講
義
室

●
  

内
容　

（
仮
称
）「
認
知
症
に

つ
い
て
」 

▽
講
師
＝
松
本
ク

リ
ニ
ッ
ク　

院
長 

三
上
雅

美 

氏

●
  

対
象　

地
域
の
皆
さ
ま
、
医

療
関
係
者

●
  

そ
の
他　

無
料 

※
申
込
不
要

問
赤
穂
市
民
病
院

 

☎
43
・
３
２
２
２

●
  

日
時　

▽
10
月
17
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
  

▽
18
日（
日
） 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

●
  

場
所　

姫
路
少
年
刑
務
所
敷

地
内

●
  

内
容　

▽
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
即
売（
姫
路
独
楽
、

応
接
セ
ッ
ト
、
木
工
家
具
、

漆
器
、
花
台
、
紳
士
・
婦
人
靴
、

陶
器
、
革
製
品
な
ど
） 

▽
施

設
見
学
、
作
品
展
示
等

問
姫
路
少
年
刑
務
所

 

☎
０
７
９
・
２
９
３
・
４
１
３
３

●

開
催
日　

10
月
１
日（
木
）

●
  

場
所　

兵
庫
県
弁
護
士
会
姫

路
支
部
会
館

●
  

内
容　

▽
弁
護
士
に
よ
る
遺

言
と
相
続
問
題
に
つ
い
て
の

講
演（
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
） 

▽
無
料
法
律
相
談（
午

後
３
時
〜
４
時
30
分
）

問
兵
庫
県
弁
護
士
会
姫
路
支
部

 

☎
０
７
９
・
２
８
２
・
８
４
５
８

●
お
仕
事
承
り
ま
す
　

　

  
▽
簡
易
な
大
工
・
左
官
・
塗

催し

山
鹿
素
行
３
３
０
年
祭

記
念
講
演
会

催し

東
備
西
播
定
住
自
立
圏
構

想
推
進
事
業 

公
開
講
演

催し

第
29
回

姫
路
矯
正
展

お知らせ

10
月
1
日
は
「
法
の
日
」

講
演
会
と
無
料
法
律
相
談

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

出　演：田原俊彦

入場料：一般6,300円、友の会5,800円

 ※4歳以上有料。3歳以下は保護者1名につき膝上鑑賞無料。

ただし、座席が必要な場合は有料。

TOSHIHIKO TAHARA DOUBLE ‘T’ TOUR 2015

10月10日(土) 17：00開演　大ホール　全席指定

好評発売中

入場料：＜前売＞一般1,500円、友の会1,200円

 ＜当日＞一般2,000円（友の会割引なし）

木津川計の一人語り劇場「父帰る」

11月21日(土) 14：00開演　小ホール　全席自由

好評発売中

演　目：浪曲観客養成レクチャー＆弟子入り体験コーナー、浪曲「高田馬場」

入場料：一般1,500円、友の会1,200円

発売日：友の会９月12日(土)、一般９月18日(金)

 ※いずれの日も窓口午前９時～、電話予約午後1時～

春野恵子の浪曲ROCK YOU！

12月12日(土) 14：00開演　小ホール　全席指定

今月発売

ル・ポン国際音楽祭2015　赤穂・姫路

10月23日（金） 18：30開演　赤穂市文化会館ハーモニーホール 残席わずか

10月24日（土） 17：00開演　赤穂城跡特設会場 完売　

10月25日（日） 15：00開演　赤穂城跡特設会場 完売　

10月27日（火） 18：30開演　赤穂市文化会館ハーモニーホール 残席わずか

10月28日（水） 19：00開演　姫路パルナソスホール 完売　

10月29日（木） 19：00開演　姫路パルナソスホール 完売　

　※赤穂城跡特設会場は雨天時、赤穂市文化会館（自由席）となります。

　　入場料：１公演につき1,000円　全席指定

好評発売中

情報コーナー情報コーナーInformationInformation
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☎0791-43-9891

☎0791-43-5333

職種 勤務地 募集
人員 勤務時間等 賃金

（見込）
臨　時
作業員

海洋科学館・
塩の国

若干名
８：00 ～ 16：45
月に11日程度

日額
6,700円

●採用予定　平成27年10月

●試験日時　９月27日（日） 午前10時～　　

●試験会場　文化会館

●試験内容　面接試験

●  応募方法　９月12日（土）～ 23日（水）までに受験申込

書を文化会館内赤穂市文化とみどり財団事務局へ持

参。（申込書は文化会館内事務局にあります）

●受付時間　午前８時30分～午後５時15分

　※９月15日（火）休館日を除く。

●問い合わせ先　赤穂市文化とみどり財団事務局

 ☎４３・３２６９

●正規職員　（採用予定：平成28年４月１日）

職　種 採用予定人員 応　募　資　格

管理栄養士 １名
管理栄養士免許を有し、医療機関に
おいて実務経験を有する人

●試験内容　筆記試験（小論文、専門科目）及び面接

●試験日及び受付期間

試　験　日 受　付　期　間
第１回 10月3日㈯ 9月7日㈪ ～ 9月24日㈭
第２回 11月7日㈯ 10月5日㈪ ～ 10月22日㈭
第３回 12月5日㈯ 11月9日㈪ ～ 11月26日㈭
第４回 平成28年1月9日㈯ 12月7日㈪ ～ 12月24日㈭
第 5 回 2月6日㈯ 1月8日㈮ ～ 1月21日㈭
第 6 回 3月5日㈯ 2月8日㈪ ～ 2月25日㈭

※  ご都合の良い日を選んでご応募ください。ただし、

第２回以降募集定員に達したときは採用試験を行わ

ない場合があります。郵送でも受け付けますが、期

間内に配達されていることを要します。

●試験会場　市民病院３階講義室

●  応募方法　当院指定の履歴書に必要事項を記入の上、

市民病院総務課まで持参又は郵送で応募してくださ

い。

●  受付時間　午前８時20分～午後５時、土日・祝日を

除く。

●問い合わせ先　赤穂市民病院 総務課

 ☎４３・６４１４

赤穂市文化とみどり財団臨時作業員募集

赤穂市民病院正規職員募集

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１

http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。

～地球のためにできること～
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第27回義士親善友好都市交流会議（忠臣蔵サミット）が開催されます

「忠臣蔵ウイーク2015」への参加協力店舗募集

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818
心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市

福

保セ

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

保健センター ☎43・9855

会

健康

地セ

市民会館 ☎43・7450

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

9/10～10/18健康・相談

10月

1

2 ●健康相談　9：00～ 11：00 

3

4  
田淵医院 ☎ 43・4114
9：00～ 17：00

5

6
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 

7
●農地相談　10：00～ 11：30 

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 

●３歳児健診（H24.4生） 13：30～ 14：30 

8 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

9
●献血　9：15～ 11：30　消防本部

●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 

●子育て応援隊さろん　13：30～ 15：00 

10
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士　無料相談 

　10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

11  
堀クリニック ☎ 43・6066
9：00～ 17：00

12  
三木内科 ☎ 42・1771
9：00～ 17：00

13 ●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

14
●心配ごと相談　13：00～ 17：00 

●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

15

16

17
●司法書による法律相談　9：30～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

18  
正木医院 ☎ 45・3555
9：00～ 17：00

人口の動き（７月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,380戸 （＋ 7）

人口 49,728人 （－ 19）

男 24,044人 （－ 4）

女 25,684人 （－ 15）

 （　）内は前月比
◎７月中の異動

出生 34人（＋ 6） 転出 91人（－ 7）

死亡 46人（－ 1）その他増 0人（± 0）

転入 85人（－ 8）その他減 1人（－ 2）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 ７月 平成27年累計

発生件数 100（－ 22） 773（－ 31）

　人身 20（－ 3） 116（－ 3）

　物損 80（－ 19） 657（－ 28）

死者 0（± 0） 0（－ 1）

重傷 1（－ 1） 10（＋ 1）

軽傷 24（± 0） 123（－ 9）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 ７月 平成27年累計

火災 2（＋ 2） 10（± 0）

救急 170（＋ 32） 1,097（＋ 99）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎43・6899 まで

9月

10
●献血　9：30～ 11：30 

●子育て相談（子育て学習センター） 13：30～ 16：00 

11 ●栄養相談（要予約） 9：30～ 11：30 

12
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士　無料相談 

 10：00～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00～ 17：00

14 ●人権相談　10：00～ 12：00 

15
●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20～ 

●楽らく健康教室　13：30～ 15：30 

16

●女性問題専門相談（要予約） 13：00～ 16：00 

　 市民対話課　☎43・6818

●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00～ 17：00 

●１歳６か月児健診（H26.2生） 13：30～ 14：30 

17 ●国民年金相談　13：30～ 16：00 

18

19
●司法書士による法律相談　9：30～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

20  
黒田医院 ☎ 43・5210
9：00～ 17：00

21  
福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・5357
9：00～ 17：00

22  
てんわかかりつけ医院 ☎ 43・7411
9：00～ 17：00

23  
梶原外科 ☎ 42・9934
9：00～ 17：00

24
●身体障がい者相談　10：00～ 12：00 

●行政相談　10：00～ 12：00 

●法律相談（要予約） 13：30～ 16：30 

25 ●ベビーレッスン　13：30～ 15：00 

26

27  
杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00～ 17：00

28

29
●健康相談　9：00～ 11：00 

●知的障がい者相談　10：00～ 12：00 

●保育所子育て電話相談　10：00～ 16：00　各保育所

30
●精神障がい者相談　10：00～ 12：00 地セ

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00～ 17：00 

　赤穂義士祭最大の呼び物である忠臣蔵パレード。

そのクライマックス、赤穂義士四十七士からなる

「義士行列」に出演する方を募集します。

●  応募資格　

△

平成27年12月１日現在、満20歳以

上の男性 

△

約1.1㎞のパレードコースを自力で

歩ける人 

△

12月14日（月） 午前７時～午後４時

頃まで時間帯が空けられる人

●募集人数　５名（市内）、10名（市外）

●  応募方法　申込書に必要事項を記入、顔写真貼

付、押印の上、赤穂義士祭奉賛会事務局へ持参、

又は郵送にて申し込みください。

●  注意事項　

△

パレード中は、眼鏡、ピアス、指輪、

腕時計等、時代にそぐわないものは着用を控え

てください。

△

交通費、食事代、宿泊費等は各

自でご負担ください。

●応募締切　10月５日（月） 必着

●  選考方法　書類選考を行い、通過した方の中か

ら抽選により市内５名、市外10名を決定します。

　忠臣蔵の名場面を車上で表現した「山車」に出演

する方を募集します。

●  応募資格　中学生以上の人で、各場面に必要な

人数を確保し申し込みください。

●  募集場面　
△

「田村邸切腹の場」４人（磯田武太

夫、浅野内匠頭、庄田下総守、多門伝八郎） 

△

「一

力茶屋の場」３人（大石内蔵助、遊女２人）

●  応募方法　申込書に必要事項を記入の上、赤穂

義士祭奉賛会事務局まで持参、FAX 又は郵送で

申し込みください。

●  注意事項　交通費、食事代、宿泊費等は各自で

ご負担ください。

●応募締切　10月５日（月） 必着

●  選考方法　応募多数の場合は、事務局で選考し

ます。

　

義士行列

山車

●応募・問い合わせ先

　赤穂義士祭奉賛会事務局（赤穂市産業観光課）

　〒678-0292　赤穂市加里屋81番地

 ☎４３・６８３９　FAX ４６・３４００

　10月30日、第27回義士親善友好都市交流会議が

赤穂市で開催されます。赤穂市では平成元年、９年、

15年に続き４回目の開催となります。

　当会議は、平成元年に赤穂市の呼びかけで始ま

り、以降毎年開催されています。通称「忠臣蔵サミッ

ト」と呼ばれているこの会議は、忠臣蔵にゆかりの

ある全国の自治体の首長が一堂に会し、相互の親

善と友好を深めながら、情報交換を行い、それぞ

れの地域の活性化や観光・文化の発展に協力する

ことを目的としています。

　今年の忠臣蔵サミットは、「忠臣蔵の縁とおもて

なしによるまちづくり」をテーマに、参加自治体の

実践発表をはじめ、「カリスマ添乗員」として知られ

る㈱日本旅行の平田進也氏を

お招きし、「カリスマ添乗員か

ら学ぶ地域の魅力」と題して

基調講演が行われます。

　入場無料ですので、皆さま

お誘い合わせの上、ぜひお越

しください。

●  日時　10月30日（金） 

　午後２時～５時頃（午後１時30分開場）

●  場所　文化会館小ホール

問  赤穂市忠臣蔵サミット実行委員会事務局（産業観

光課内） ☎４３・６８３９

　忠臣蔵ウイークでは、「忠臣蔵ウイーク2015」（12

月５日～ 14日）の期間中、忠臣蔵にちなんだイベン

トや催し物、限定商品などの企画を行っていただ

ける協力店舗を募集します。参加協力いただける

店舗については、フリーペーパー及び忠臣蔵ウイー

クホームページに掲載させていただきます。

●  申込締切　11月30日（月）

　※フリーペーパーへの掲載は９月30日（水） 

問  忠臣蔵ウイーク実行委員会事務局（赤穂市加里屋

まちづくり会館内） ☎４２・２１３３

赤穂義士祭

「義士行列・山車」

出演者募集

講師の平田進也 氏
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　多彩な催しで盛り上がっ

た市民の夕べ。赤穂の勢いを

感じました！

　２万人分の手形を集めて

作り上げた日本最大級の巨

大パネルアートは、高さ3.6

メートル、幅41.4メートル

もあり大迫力でした。

　古き良き夏祭りをイメー

ジした幻想的な空間「五感で

感じる光の不思議回廊」は、

スリル満点。

　ステージイベントでは、熱

気あふれる演奏や華やかな

ダンスなどが繰り広げられ

活気がありました。

　関係者の皆さんお疲れ様

でした。 て

ちゃん ちゃんちゃん
若草町平成町 平成町

平成26年６月30日生まれ

父・鉄芳さん　母・麻衣子さんより 父・敬佑さん　母・理恵さんより 父・良介さん　母・多恵子さんより

「りたスマイルでみんなを癒やしてね」「心の優しい女の子になってね」

松 林  莉 汰
ま つ ばやし り たか なと う ゆ

平成27年１月19日生まれ

「いつもニコニコ笑顔をありがとう♡」

土 井  瑛 太
ど い たえ い

加 藤  菜 夕
平成26年７月28日生まれ

◆表紙の説明◆　【民俗資料館でアマチュア無線の魅力を伝える】
　８月８日と９日の２日間、民俗資料館では、赤穂アマチュア
無線クラブの皆さんを招いて、交信実演や交信記録カード、無
線機器の展示などを行い、アマチュア無線の魅力を紹介しまし
た。２日間で室蘭、韓国など国内外152局と交信を行い、民俗
資料館から赤穂の魅力を発信しました。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは９月25日（金）、
　広報あこうは10月13日（火）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

カルシウムで骨を元気に

南蛮漬け

　カルシウムが不足すると骨がもろくなる原因になります。乳

製品や小魚、青菜などはカルシウムが多く含まれていますので、

毎日の食事に取り入れて、元気な骨を保ちましょう。

一口メモ　 　

■編集後記■

＊１人分栄養素＊

エネルギー　164kcal　　　　塩分　2.2g

問保健センター　☎４３・９８５５

（料理協力：赤穂市いずみ会）

■作り方

①  あじはぜいごとはらわたを取って水洗いし、骨まで切れ目を入

れ、塩をふっておく。

②①に小麦粉をつけ、余分な粉をはたいてから、揚げる。

③  玉ねぎ・人参・ピーマンをスライスする。唐辛子の種を取り、

小口切りにする。

④ Aを混ぜ、②、③を漬けこむ。

■材　料（４人分）

あじ ・・・・・・４匹
塩 ・・・・・・・小さじ2/3
小麦粉 ・・・・大さじ1・1/2
玉ねぎ ・・・・・1/6個
人参 ・・・・・・10g
ピーマン ・・・・1/2個

唐辛子 ・・・・・適量
　　酢 ・・・・・・大さじ２
A 　砂糖 ・・・・・大さじ２
　　みりん ・・・・小さじ２
　　しょうゆ ・・大さじ1・1/2
揚げ油 ・・・・・適量


